<翻訳>ラインホルト『哲学的諸学における普遍的語法のための同義語論の基礎づけ』試訳（1） by 栗原 拓也 & Takuya KURIHARA





















                                                 
1 Carl Leonhard Reinhold, Grundlegung einer Synonymik für den allgemeinen Sprachgebrauch in den 




Leonhard Reinhold, Das menschliche Erkenntnißvermögen, aus dem Gesichtspunkte des durch die 
Wortsprache vermittelten Zusammenhangs zwischen der Sinnlichkeit und dem Denkvermögen, Kiel, 1816. 
こちらの著作の詳細に関しては、下記の論文が参考となる。山口祐弘「ラインホルトの言語哲
























                                                 
3 Hermann-Josef Cloeren, Philosophie als Sprachkritik bei K. L. Reinhold, Interpretative Bemerkungen 





5 Ibid., S. 225, 236.
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6 本書には下記の邦訳がある。栗原隆、阿部ふく子訳「フィヒテ宛て公開書簡」、『知のトポス』



















































                                                 
7 プラウトゥスの作品で、双子の取り違えを題材とした喜劇である。
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は、もちろんありうる」（Karl Leonhard Reinhold, Versuch einer neuen Theorie des menschlichen 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                 
11 ホラティウス『詩論』70–72.
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13 注 10 を参照。
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14 『カテゴリー論』第九章末尾の文言であるが、この箇所は後世になって挿入されたものと推
定されている。中畑正志訳『カテゴリー論』（『アリストテレス全集 第 1 巻』所収）、岩波書店、
2013 年、69 頁、注 2 を参照。
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19 巻末の校正表ではこの「様々な一性についての」を「一様性における一性と一性それ自体の」
と読み替えるように指示されている。
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